	第13回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：清水・村田

	講義内容：防災について　　　　　　　　　　　　　　講師：八幡　幸治

	日　　時：平成20年2月13,15日（2日間）　17：30～18：00

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①防災機器の取り扱いについて

　　　　　②火災信号時の対応

　　　　　③火災受信機について

　　　　　④復旧方法

※パワーポイント参照

　　　　　　　　　総参加者　35名（参加率48％）
　　　　　　　　アンケート提出者　35　名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･　24名

· 楽しかった･･･　　2名

· 難しかった･･･　　6名

· つまらなかった･･0･名

· 無回答･･･　　　　3名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 誤報の際には、病院(南病棟)・南寿・南陽館に連絡するということ。

· 火災信号の見方と操作、連絡の仕方。

· 昨年の研修内容を再確認出来た。

· 慌てず、落ち着いて行動することが大切である。

3． 質問したいこと

· 南寿での火災の場合はどうするのか？

⇒南山苑、青南病院には信号が送信されないので、電話連絡する。

· 消防への連絡はいつするのか？

⇒避難と同時進行。職員で分担して行う。

· 青南病院のどこに連絡すればいいのか？

⇒日中は庶務。夜間は南病棟。

４．今後のテーマの希望

· 実際に警報版等を目の前にして勉強会を行ってほしい。そのほうが頭に入るし、いざというときに役に立つと思います。

５．感想等

· 実際に訓練してみないとわからないことばかりだと思った。

· 火災機器についてもっと知るように努めたい。

· 実際にステーション内で、火災は発生したらどこがどうなるのか、見ながら研修を受けたほうが分かりやすいと思った。

· 覚える事や操作することがたくさんあり、実際の火災の時に行動できるか不安になった。

· 火災が起こった時にパニックにならずに対応できるよう、基本となる部分はしっかりと把握しておかなければならないと感じた｡入所者様の命を預かっているだけに、しっかりしなければならないと思った。

· 避難訓練に参加していなかったので不安な点がたくさんあった。

· 機器の操作手順や通報のマニュアルを作成し、機器の近くに貼る、または置いておくなり、わかりやすくしておいたほうがいいと感じた。

· 火災になった時、防火シャッター、防火扉が作動するか不安に感じた。

· 3階だけに火災報知器が無いのは、少々不便だと思った。

· 普段からの知識が必要であると感じました。

· 1月に避難訓練を行いましたが、定期的に訓練を行わなければならないと思った。

· 誤作動の対応、連絡先など知ることが出来たので､今後に活かしたい。

· 夜勤帯での火災の対応をみんなで確認しあうことが大事だと思った。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

· いつもは寒いけど、今回は暖房がはいっていて暖かかった。

⇒開始時間に余裕をもって暖房をつけていた。暖房の調子が良かった。

· 時間ぎりぎりになって慌てて入ってくる職員がいた。

⇒5分前には席についているよう呼びかけていく。

◎今回の研修は防災についてとのことで、普段あまり意識していない職員も多く、実際火災になったら不安だ、という声がおおく聞かれました。研修では、機器の操作手順や火災の際の行動、連絡方法などを学び、みんな真剣に聞き、講師へも質問も多くでてきたので職員の積極性が感じられました。

また、今回は苑長室で研修を行いましたが、実際に火災受信機がある場所で研修を受けたいという声があったので、次回はそのように講師に依頼しようと思います。
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